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序章　問題の所在
　本多庸一は、明治十九（一八八六）年、弘前学院大学の前身である来
ラ イ ト
徳女学校（明治二十年弘前遺愛
女学校、明治二十年弘前女学校と改称）の創建に関わり、第二代青山学院長として日本の教育界の発展
に大きく貢献しただけでなく、明治日本の近代皇天国家国民の形成と日本のキリスト教の伝道と展開に
極めて重要な役割を演じた人物である。弘前学院大学の沿革には、「弘前学院大学は、一八八六（明治
十九）年に本多庸一により『畏神愛人』のキリスト教理念に基づいて創設された私立弘前女学校を嚆
こ う し
矢と
し」、「校名は、当初基金の寄付者ライト夫人の名をとり来
ら い と
徳女学校と称された」が、「その後弘前遺愛
女学校（明治二十年）、弘前女学校（明治二十二年）、…と改称され、…キリスト教主義教育の精神を貫
き、今日のゆるぎない礎を固めてきた」と述べ、そしてキリスト者としての本多庸一について、「本多庸
一は津軽藩弘前出身のキリスト者であり、青山学院二代院長（初代はマクレイ博士で、本多氏は日本人
初の院長であった）として、またメソジスト教会初代監督としてつとに知られ、新島襄、内村鑑三、新
渡戸稲造等と並ぶ文字通り日本におけるキリスト教の先駆者」（�）であると記して、その功績を極めて高
く評価されている。本多庸一は、嘉永元（一八四七）年十二月十三日、津軽藩の城下町、弘前在府町に
弘前藩士本多東作の長男として生まれ、明治四十五（一九一二）年三月二十六日、長崎で開催された日
本メソジスト教会第四回（川崎市郎氏によれば第五回）西部年会において指導中に病（腸チブス）を得て
六十三歳をもって同地で客死している。本多庸一が明治元（一八六八）年を迎えたのは、正に多感な満
二十歳の時である。明治天皇が崩御して大正と改元したのは、明治四十五（一九一二）年七月であるから、
本多庸一の六十三歳の生涯の中で、本多庸一は、実に二十歳から六十三歳までの実に四十三年間の長き
に亘る人生を、まさに明治時代の終焉と共に過ごした文字通りの明治時代人である。
　今日、明治時代人本多庸一の六十三年の長きに亘る生涯の思想と行動については、川崎市郎氏は、「郷
土の先人を語る（六）『 本多庸一』」の中で、「新来の基督教に接して之を奉じ、伝道と教育との重任を帯び、
…愛国の国士たると共に世界的なる精神界の大人」（�）であると記述し、気賀健助氏は、『本多庸一』の中
で、「明治期におけるキリスト教界の一方を代表した巨人的指導者」（�）であると力説し、そして『本多庸
一』に序文を寄せた大木金次郎氏も、「単に青山学院の責任者としてのみでなく、当時のキリスト教諸学
校の指導者として、また当時の全国のメソジスト教会の発展のための協力者として、異教の国＝日本の
なかで、困難な諸問題によく対処してこれらを適切に処理された偉大な平和の『調停者』であったので
あります」（�）と極めて高く評価されている。
　本多庸一の、この日本におけるキリスト教の先駆者として、そして明治時代人として六十三年の長き
に亘る生涯の思想と行動について、最も端的にしかも良く適切に表現している評価は、弘前市元寺町の
弘前教会堂前にある本多庸一の記念碑に刻まれている岡田哲蔵氏の撰文である次の言葉である。この記
念碑は、大正二（一九一三）年十月に建立され、高山静の書になるものである。
　「　東奥に生れし日本の国士　　日本に出でし霊界の大人　」
この岡田哲蔵氏の撰文で大変興味深いことは、後半の「日本に出でし霊界の大
たいじん
人」は当然の評価である
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にしても、前半において「東奥に生れし日本の国士」として本多庸一を極めて高く評価していることで
ある。「国士」とは、『広辞苑』によれば、「一身をかえりみず、国家のことを心配して行動する人物」で「憂
国の士」のことである。ちなみに「霊界」とは、字義的には「霊魂の世界、精神界」（広辞苑）であるが、
ここでは「キリスト教界」（�）の意、「大
たいじん
人」は「巨人」の意味であろう。本多庸一がいかに「日本に出でし
霊界の大
たいじん
人」であったかについては、明治日本の「キリスト教界」の最も大きな「困難な諸問題」の一つ
である「基督教と国家主義との接触」（�）の問題に対して、「これらを適切に処理された偉大な平和の『調
停者』であった」（�）として、今日、極めて高く評価されていることから十分理解することができるであろ
う。そしてこの「基督教と国家主義との接触」（�）の極めて困難な問題に対して、本多庸一は、「日本帝国
の存立を鞏固にせんが為め」に、いかに「この日本の現状に於けるキリスト教の存在意義」（�）を明確にす
ることができるかを問いながら、日本におけるキリスト教の「偉大な平和の『調停者』」としての使命と
役割を果たしていることである。この「基督教と国家主義との接触」の極めて困難な問題に対する本多
庸一の調停は、川崎市郎氏の言葉を借りれば、具体的且つ実質的には「基督教と日本の国情の同化」（�）に
あり、気賀健助氏に学べば、本多庸一の明治期「キリスト教の日本的展開」（�）であって、本多庸一の「東
奥に生れし日本の国士」としての面目躍如たるものがある。
　この本多庸一の「日本の国士」としての思想と行動については、横浜バンドの盟友押川方
かたよし
義が「本多
君は国士である。天下の重きを托し得る人である」と評し、徳富蘇峰も「本多君は津軽武士なり、君は
夙に基督教の素養ありしも亦最も国事に熱心なる有志家たりしなり」と追悼している。
　「本多君は一教会を興して得々たる人物ではない。一大学を建てて満足する人でもない。本多君は国
士である。天下の重きを托し得る人である。人は本多君を基督教化せられた武士と云ふ。予は彼を武士
道化せられたクリスチャンと云ふ。」（�） 
　「本多君は津軽武士なり、君は夙に基督教の素養ありしも亦最も国事に熱心なる有志家たりしなり。
若し憲政扶植の運動者を求めば、白河関外に於て河野広中氏を推し、岩手に御て鈴木舎定氏を推し、弘
前に於ては君を推さざるべからず、……（国民新聞明治四十五年三月二十八日付）」（�0） 
　そして川崎市郎氏は、明治時代の「基督教と日本の国情の同化」（�）のために、「席のあたたまるひまも
ないほどの疾駆」して「『伝道の国士』本多の、祖国日本に一日も早く基督教を定着させようとした使命
感の燃焼をみることができ」（��）ると評価している。
　本稿の目的は、「吾人は聖書の教ゆる處により凡て在る處の権は神の立て給ふ所なるを信じ、日本帝
国に君臨し給ふ万世一系の天皇を奉戴し国憲を重んじ国法に遵ふ」（��）日本の国士本多庸一の明治日本の
近代皇天国家国民観について究明することにある。ここで本多庸一の明治日本の近代皇天国家国民観と
言う時の、明治日本とは、日本は国名で、国家とは、「それまで徳川（将軍）家をはじめ三〇〇諸侯が分
割領有していた領地を、新政府（朝廷 : 筆者）に一挙に返還（大政奉還→廃藩置県）して形成された」（��）
統一国家としての「新しい明治国家」を意味している。そして新しい明治日本の国民（人民）と国家との
関係について、本多庸一は、「人民の歴史は国家と終始をなし、人民の身體は国家領域の内に在り」、従っ
て「自家の独立思想より…国家の行動を賛成し各尽力しつゝ在るは疑ふへき（「征露論」）」（��）ではない
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と
考えている。それは、本多庸一によれば、「基督教は国家国民の成立を否認する者」ではなく、「基督の聖書」
にも「『カイザルの物をカイザルに返すべし』と国家主権者の権を認め」ているように、「国家の存立は是
認せられるべき」ものであるからである（��）。従って、「露国が満州を併呑して清国本部と韓国に迫るは
唇歯の関係ある日本帝国の存立を危険にする」（��）明治三十七（一九〇四）～八（一九〇五）年の日露戦争
については、本多庸一は、「国家の存立を認むる以上は」、「日本帝国の存立を鞏固にせんが為め」に「方
に止むを得ざる處なり」（��） と主張して肯定している。
　それでは、本多庸一が「国家の存立は是認されるべき」であると言う時の「国家」とはより具体的にはど
のような意味内容（国家意識）を有しているのであろうか。この本多庸一が「国家の存立を認むる」国家
とは、「国家国民の成立」する「此の世の国」である「世間の国家」であり、明治国家としての「日本帝国」（��） 
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である。この「世間の国家」は、本多庸一によれば「此の世の国」にある近代国家としての「世界国家」
である。「近代国家成立の基本的な指標」は、田中浩氏によれば、「『ひとつの権力（権威）』、『一つの法（法
律）』という政治体制が確立されること」（��） である。この本多庸一の近代国家としの明治国家「日本帝国」
（皇天国家）の国家意識は、本多庸一が「征露論」において「一千六百年の歴史を有し四千五百萬の人口
を以て組織せる国家は皇天の特命すること疑ふべからず」（��）と力説していることから知れるように、「国
家は君主の統治権の対象であり、国家の統治権の主体は君主である」（��）と言う君主国家（皇天国家）であ
る。「皇天」とは、「天の敬称・上帝」（増補字源）の意であるが、「天子、天皇、皇室」（広辞苑）を指して
いる。とすれば、本多庸一の近代国家としての明治国家「日本帝国」は、「君主が国家の統治組織におい
て最高意思を形成する機能をもつ」（��）、本多庸一の言う「皇天」（��）国家である。本多庸一の近代国家と
しての明治国家「日本帝国」は、皇天（天皇）が「国家権能」を持つ「皇天」国家である。
　本多庸一は、「日本に出でし霊界の大
たいじん
人」である。そして本多庸一は、明治四十五（一九一二）年元旦の
年頭「監督公書」において、「我聖教の必要欠くべからざるを認むるに於て吾儕憂国愛人の志士として誠
心伝道に尽さざるべからざるの儀に御座候（護教）（下線筆者）」（��）と次のように宣言している。
　「基督教の禁制全く解けて以来僅に二十二年のみ、世界文明の風潮其大勢を制するに因ると雖も、抑
も亦聖明の下憲政の恩沢に帰するには言を待たざる処に御座候、此時に当り此明世に於て同胞の思想上、
社会の風紀上、否人類修養の問題上、我聖教の必要欠くべからざるを認むるに於て吾儕憂国愛人の志士
として誠心伝道に尽さざるべからざるの儀に御座候。…（護教）（下線筆者）」（��）
　「憂国」とは、「国家のことを憂え思うこと」（広辞苑）で、「国家のことを心配すること」（広辞苑）、「国
事に心を労する」（増補字源）ことを意味している。「愛人」については、弘前学院の「キリスト教教育に
ついて」によれば、「愛人」は、「隣人愛」で、「隣人を愛するとは、自己と同質の人あるいは仲間ではなく、
他民族及び自己と異なる一人ひとりの人格と個性と立場を尊重し、受容することである」（�） 。
　それでは、この日本の国士・憂国愛人の志士本多庸一の、明治日本における皇天国家の国家国民観は、
本多庸一の近代国家・明治国家「日本帝国」（皇天国家）の確立意識においては、どのようにして構想さ
れ確立し形成されたのであろうか。
　そこで小論においては、近代日本の明治天皇制国家の形成期における「明治時代人」本多庸一の日本
の国士・憂国愛人の志士の皇天国家国民観の形成の問題（意味内容）について、第一に、本多庸一の「津
軽藩から日本国へ」の近代的な国家意識の目覚め、第二に、本多庸一の日本国家に対する憂国愛人の思
想行動とキリスト教、第三に、日本帝国の皇天国家国民観の確立・形成とキリスト教教育など、の三つ
の問題を課題設定して考察を試みて見るものである。しかしながら本稿においては、紙幅の関係から、
我々の第一の問題である本多庸一の「津軽藩から日本国へ」の近代的な国家意識の目覚めの問題のみを
扱うことにしたい。そこで本稿では、第一章において津軽藩士としての津軽藩意識の確立と士人の学の
形成、第二章においては、献身的な津軽藩士としての津軽藩意識の実践活動（強烈な献身的津軽藩意識
の確立と実践行動から国家意識への目覚めと成長）、第三章では、「藩意識から日本国意識へ」の目覚め、
宣教師との出会い、など三つの視点から考察を試みるものである。何故なら、本多庸一の明治日本の近
代な皇天国家としての明治天皇制国家国民観の確立と形成は、本多庸一の津軽藩士としての強烈で献身
的な津軽藩意識の確立・形成の問題と決して無関係なことではないからである。
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第一章　本多庸一の津軽藩士としての津軽藩意識の確立と士人の学の形成
　本多庸一（幼名徳蔵）は、幕末も風雲急を告げるころ、津軽藩の「上級武士の家に生まれ」（�）、本多家
の家庭教育において津軽藩の上級藩士・上級武士として育てられ、津軽藩の藩校稽古館においては、津
軽藩の上級藩士として「士人の学」び、上級武士としての教育を受けている。そしてこれら本多家の本
多庸一を上級武士として育成した家庭教育と津軽藩の上級藩士を教育する藩校稽古館の「士人の学」は、
本多庸一の「一生を通じての行動・思考様式の決定と深く関係している」（��）のである。なお本多庸一の
幼名は、徳蔵であるが（�0） 本多庸一が幼名の徳蔵を庸一と改名したのは、明治元（一八八六）年十二月、
本多十九歳の時である。がしかし本稿では便宜上、全て「本多庸一」で記述していきたい。
第一節　本多家の家庭教育
　それでは、幼少時代の本多庸一は、どのような本多家の家庭教育を受けて育ったのであろうか。
一　厳父本多八郎左衛門久元の教育
　本多庸一（幼名徳蔵）の父は、本多八郎左衛門久元（のち東作の名をつぐ）、三百石の津軽藩士で、慶
応三（一八六七）年には大監察にまで進んだ上級藩士である（��）。本多庸一（幼名徳蔵）の母はとも子、
九代本多東作久貞の娘である。
　大監察は、「おおむね中老・番頭・組頭より格下の藩士から選ばれる」が、「藩内を監視する役割を担」
う監察官とも言うべき、藩政の執行役から独立した極めて重要な役職である（��）。なお本多家の家禄に
ついては、「故本多庸一先生略伝」には、「家禄二百五十石を食む」（��）とある。津軽藩の上級武士として教
育され形成された本多庸一の思想と行動が「かれの一生を通じての行動・思考様式の決定と深く関係し
ている」ことは、先に触れたように、大正二（一九一三）年十月、弘前市元寺町の弘前教会堂前に建立さ
れた「高さ三メートルに及ぶ巨大な」記念碑（石碑）に、本多庸一の愛弟子であった岡田哲蔵氏が「高山
静の書」によって、「東奥に生れし日本の国士　日本に出でし霊界の大人」と撰文していることから容易
に理解できるであろう。
　本多庸一がいかに津軽藩の上級藩士・上級武士としての本多家の家庭教育を受けていたかについては、
本多庸一の安政元（一八五四）年五歳の春から安政三（一八五六）年七歳の頃までの家庭における学問の
「学び」を見るだけで十二分である。
　安政元（一八五四）年　　　五歳の春、父本多八郎左衛門久元から孝経を学び始める。
　安政三（一八五六）年　　　七歳の頃、藩校稽古館の教師工藤儀郎について漢籍（大学・中庸・論語・
　　　　　　　　　　　　　　孟子・礼記等）の素読を学びマスターする。
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　それでは、本多庸一は、父本多八郎左衛門久元からどのような家庭教育を受けていたのであろうか。
本多庸一が、五歳の春から（��） 、父の本多八郎左衛門久元から学び始めた孝経は、十三経の一つ（一巻）で、
「孔子がその門弟曽参に孝道を述べたものを、曽
そうしん
参の門人が記録したもの」（広辞苑）である。十三経と
は、「宋代に確定した十三種の経書」で、「すなわち、易経（周易）・書経（尚書）・詩経（毛詩）・周
しゅうらい
礼・
儀
ぎ ら い
礼・礼記・春秋左氏傳・春秋公
く よ う で ん
羊傳・春秋穀梁傳・論語・孟子・爾
じ が
雅」（広辞苑）である。孝経は、「孔
子がその門人曽
そうしん
参に孝道を述べたのを、曾参の門人が記録したものといわれる」（広辞苑）。孝道は、「孝
行の道。親に仕える道」（広辞苑）である。
　このように父本多八郎左衛門久元から孝経を学び、「幼にして能く悟り、物覚えよく、書を能くした」（��）
本多庸一は、安政三（一八五六）年七歳の頃（��） に、藩校稽古館の典句（教師）工藤儀郎について漢籍（大
学・中庸・論語・孟子・礼記等）の素読を学びマスターしている。
　素読は、「漢文学習の初歩」（広辞苑）で、「文章の意義の理解はさておいて、まず文字だけを声を立て
て読むこと」（広辞苑）である。大学は、「儒教の経書。もと『礼記』の一編。唐の韓
か ん ゆ
愈、宋の２程
て い し
子に推
重され、朱
し ゅ き
熹が章句を作って四書の一つとな」（広辞苑）ったもので、「明徳・止至善・新民の三綱領と格物・
致知・誠意・正心・修身・斉家・治国・平天下の八条目を説」（広辞苑）いたもである。中庸は、「孔子の孫、
子思の作とされ」、「天人合一を説き、中庸の徳と徳の道とを強調した儒教の総合的解説書」である。中
庸も「四書の一つ」で、「もと『礼記』の一編であったが、宋儒に尊崇され、別本となり、朱熹が章句を作っ
て盛行するに至つた」（広辞苑）ものである。論語は、「孔子の言行、孔子と弟子・時人らとの問答、弟
子たち同士の問答などを集録した書」で「四書の一つ」（広辞苑）である。「孔子の理想的道徳『仁』の意義、
政治・教育などの意見を述べている」（広辞苑）。孟子は、「孟子が孔子の道を祖述して仁義を説き、あ
るいは」「王道主義を以て」「遊歴の際、諸侯および弟子と問答したことを記した書」で「四書の一つ」（広
辞苑）である。「その倫理説は性善説に根拠を置き、仁義礼智の徳を発揮するにあり」（広辞苑）と説いて
いる。礼記は、「五経の一つ」で、「周末から秦・漢時代の儒者の古礼（礼儀）に関する説を集めた書」（広
辞苑）である。
　父本多八郎左衛門久元が、本多家を「嗣
つ
ぎ行く」わが子本多庸一に、いかに熱心に津軽藩の上級藩士・
上級武士としての教育「士人の学」の学習に情熱を注いでいるか、岡田哲蔵氏は、『本多庸一傳』の中で、
やや長文に亘るが、次のように伝えている。
　「工藤方へは毎朝食前に僕
しもべ
を随へて行き三時間も学び帰宅すれば九時、春夏秋は毎日怠らず、冬期積
雪中は九時より正午迄学び、帰宅して復習を励んだ。稽古館に入る半年前から晩食後工藤儀郎親しく来
宅し十時頃迄入学準備の為に教えた。」（��）
　「工藤方」の「工藤」とは、稽古館典句工藤儀郎である。父親として慈愛溢るゝ本多八郎左衛門久元の、
わが子本多庸一に対する厳父の父子愛を十二分に共感し共有し得るであろう。本多庸一が「稽古館に入
る半年前から晩食後工藤儀郎親しく来宅し十時頃迄入学準備の為に教えた」と言うこの逸話は、いつの
世でも変わらない厳父本多八郎左衛門久元の我が子意識を感じて涙ぐましい。
二　慈母とも子のわが子徳蔵への教え
　本多庸一の母とも子は、安政六（一八五九）年九月、本多十歳の時に大変不幸なことに三男四女を残
して「三十七歳を一期」（��）として病没している。「若き頃から心臓を煩ひ居りしといふ」（��） 。本多庸一は、
父本多八郎左衛門久元と母とも子との間に、「嘉永元年（一八四八年）の暮つ方、十二月十三日弘前城南
約四丁半の在府町なる本多邸に家の嫡男（長男）」（��）として生まれている。母とも子は、二男の齋
いつき
（幼名
和二郎）によれば、長男である本多庸一に「『特に徳蔵（庸一）は幼少なれど追々は家を嗣
つ
ぎ行くのであ
れば、能くこれから気を付けてこれ迄の様にいたづらをせず、左右には沢山の姉も弟もあることなれば、
皆と中よく睦
むつま
じく皆に安心させる様に、…特に御祖母様に御苦労を懸けてはならぬ。学びの道にも怠ら
ぬ様』と懇々と諭し」（��）ていたと言う。
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　「実母（とも子）の臨終は悲惨にして予（齋
いつき
）子供ながら今も忘るゝことが出来ぬ。母は此時七人の子
供を残して去らねばならぬことなれば残る者の将来に就て如何に心苦しかりしか、七人の男女の子供（姉
は長二十、次十八、次十五、兄は十二、予は九、妹は六、末弟二の齢）を招き兄を先に座せしめ、絶え
絶えなる呼吸の合ひ間毎に『もう私の生命は望みは無くなつた、如何とも仕様なし、唯だ御
お ま え た ち
前達は私の
亡き後は御父様や御祖父様祖母様によく御事
つか
へ申して御心配をかけてはならぬ、特に徳蔵（庸一）は幼
少なれど追々は家を嗣
つ
ぎ行くのであれば、能くこれから気を付けてこれ迄の様にいたづらをせず、左右
には沢山の姉も弟もあることなれば、皆と中よく睦
むつま
じく皆に安心させる様に、私の亡き後はこの多くの
子供達の世話を御祖母様にお願いしなければならぬから特に御祖母様に御苦労を懸けてはならぬ。学び
の道にも怠らぬ様』と懇々と諭し『これらの事夢にも忘れぬ様に』と言ひ残して眠るが如く逝かれた。（こ
の母のその時の言は第三の姉の記憶にたよって記したのである）。亡母の喪中五十日間は兄（庸一）と予
（齋
いつき
）とは毎日墓詣怠無くつとめた。」（��） 
　本多庸一は、本多家の「幼少なれど追々は家を嗣
つ
ぎ行く」嫡男として、「これ迄の様にいたづらをせず、
……学びの道にも怠らぬ」ことなく、文久元（一八六一）年の十二歳の秋には、「稽古館において特選で
会読席（上級）に進級」して、実母とも子の願いに違わず「孝行の道」を歩んでいる。本多家の家庭教育
における本多庸一の人間形成、殊に本多の生涯を貫く思想と行動において、祖父本多東作久貞の教訓は、
本多庸一が、「祖父を崇敬し、その徳に傚はんことを期した」（��） と「自ら後年人にも談つた」（�0）ほど、次
に考察を試みるように、極めて大きいものがある。
三　祖父本多東作久貞の教訓
　本多庸一の祖父本多東作久貞は、津軽十一代「順
ゆきつぐ
承の下に天保十年御用人（参政）となりしより以来
承
つぐあきら
昭の下に同職を継続し、前後二十六年の久しきに及び…其一生は多事、はじめは賢明ならぬ君主を輔
導し、後に良主の信頼を受け、一藩の行政に参与し、然も全国変動の機に際し、新時代に応ずべき施設
を行った」（��）極めて優れた能吏である。この祖父本多東作久貞の「人物の卓然とてし偉大なりしその影
響は深く子孫に及んだ」（��）  と言う。事実、本多庸一の「家を嗣
つ
ぎ行く」、祖父本多東作久貞の初孫であ
る本多庸一（幼名徳蔵）は、「至
きわめ
て厳格の人物であった」（��）祖父本多東作久貞から、「子供のいたづらは大
目に見たが、虚偽と意地悪とは寛仮せず、然もその度に叱らずに、幾度か重なれば、罰として灸をすえ」（��） 
られているし、本多庸一自らも、「『人もし事変に逢はゞ卒然之に赴かず、先づ安座して一考するの余裕
なかるべからず』とは実に祖父君の訓戒にして、…終身之を服膺しまた屢
る る
々人に語」（��） っている。
　「東作は至
きわめ
て厳格の人物であったが家庭にあっては好々爺であつて家族に対し怒を示したことは無
かった。孫とはよく共に戯れて共に笑った。彼等に対しては己の母の自己に為せしことを学びし如くで、
子供のいたづらは大目に見たが、虚偽と意地悪とは寛仮せず、然もその度に叱らずに、幾度か重なれば、
罰として灸をすえるのであつた。その時は子供が如何に泣いても構はなかつた。」（��） 
　「寛
か ん か
仮」の「仮」は「ゆるす」（増補字源）の意、「寛
か ん か
仮」とは、「寛大に扱って容
ようしゃ
赦すること。おおめに見
ること」（広辞苑）の意味である。
　「加ふるに祖父君の感化頗る大なりき。『人もし事変に逢はゞ卒然之に赴かず、先づ安座して一考する
の余裕なかるべからず』とは実に祖父君の訓戒にして、先生が終身之を服膺しまた屢
る る
々人に語られしと
ころなり。」（��） 
　このように「一藩の俊傑たりし祖父東作
4 4 4 4
は夙にこの俊れたる孫を認識し之を鍾愛し如何にその前途に
嘱望（傍点筆者）」（��）したのである。「徳蔵（庸一）も亦た祖父を崇敬し、その徳に傚はんことを期した」（��） 
し「然も頻りに祖父を慕って、その敬仰は彼の終生を支配した」（��）と言う。
　本多庸一は、この「祖父の言」である「大事に逢へば先ず静慮熟考するの餘裕なくてはならぬとの訓
を守」（��）り、「その敬仰は彼の終生を支配した」（�0） のである。
　このように「幼にして能く悟り、物覚えよく、書を能くした」（��） 本多庸一が、本多家の家庭の教育に
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おいて、父の本多八郎左衛門久元、母とも子、そして祖父本多東作久貞から津軽藩士としての英才教育、
上級武士としての「士人の学」を受け学んでいることは明らかであろう。
　かくして本多庸一は、安政六（一八五九）年、 十歳の時に、藩校稽古館に入学し朱子学を儒学者櫛引
錯斎について学び、「士人の学」の教育を受けることになる。
註
（19）青山学院『本多庸一』七頁
（20）本多庸一の幼名「徳蔵の名は家の第三代安郎左衛門親廣の幼名を取った」（岡田哲蔵『本多庸一傳』二十三頁）と言う。
（21）青山学院『本多庸一』二頁
（22）『大目付』by Google Ads
（23）高木壬太郎『本多庸一先生遺稿』一頁
（24）岡田哲蔵『本多庸一傳』には、「七歳（十二月の生まれなれば殆ど六歳に同じ）になって父八郎左衛門から孝経を学
　　 んだ」（二十三頁）とある。
（25）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十三頁
（26）岡田哲蔵『本多庸一傳』には、「九歳にして弘前瓦ヶ町なる工藤儀郎（稽古館典句の職にある）に就いて漢籍の素読
　　 を学び」（二十三頁）とある。
（27）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十一頁
（28）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十二頁
（29）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十三～二十四頁
（30）岡田哲蔵『本多庸一傳』三十一頁
（31）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十頁
（32）岡田哲蔵『本多庸一傳』十九頁
（33）高木壬太郎『本多庸一先生遺稿』二頁
（34）高木壬太郎『本多庸一先生遺稿』二頁、小方仙之助編『本多庸一先生逝去記念』六十二頁
（35）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十五頁
（36）岡田哲蔵『本多庸一傳』二十六頁
（37）岡田哲蔵『本多庸一傳』三十頁
第2節 　藩校稽古館の上級武士・津軽藩士としての教育　－「士人の学」の教育
　本多庸一は、本多家の家庭教育において、言わば家庭教師として藩校稽古館典句工藤儀郎から、「大学、
中庸、論語、孟子、礼記を終わり、易経に及ぶ頃、稽古館に入」（��）っている。そして藩校稽古館におい
て本多庸一は、工藤儀郎の「素読級」において易経からの素読を、文久元（一八六一）年の秋学校まで学
び、そして十二歳（満十歳）の秋に、特選で会読席（上級）に進級すると、上級藩士・上級武士として稽
古館の儒学教官櫛
くしびきさくさい
引錯斎に「深く傾倒し、稽古館の講義以外に、その個人教授をも受けて研鑽を積んで
いる」（��）のである。
　本多庸一が、いかに津軽藩の上級武士として藩校稽古館において「士人の学」としての朱子学を学び
その実践・実際学としての実学を学習しているかについては、次の「一　藩校稽古館典句工藤儀郎の教
育」の年表に示されている本多庸一の藩学「朱子学」の研鑽や小野派一刀流の剣術・馬術・砲術・槍術な
ど武術の修行を見るだけで十二分である。
一　藩校稽古館の朱子学と典句工藤儀郎の教育
　本多庸一は、安政六（一八五九）年、満十歳（数え十二歳）の時に藩校稽古館に入学し、「従前の師、
同館典句工藤儀郎の組に在りて修業怠らず、春秋二期の試験にはいつも読書も書法も上点で、賞与を受
け」（��）ている。稽古館における工藤儀郎の組は、「素読級」で、本多庸一は、文久元（一八六一）年の「秋
学校で素読級を了り特選て会読席に進」（��）むまで、工藤儀郎の「素読級」に在籍して素読を学んでいた
ものと思われる。本多庸一は、先に触れたように、満七歳（数え九歳）の時から「工藤儀郎に就いて漢
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籍の素読を学び、十二歳（満十歳）までに大学、中庸、論語、孟子、礼記を終り、易経に及ぶ頃、稽古
館に入」（��）つているから、恐らくは、本多庸一は、「易経」から素読を学び始め、文久元（一八六一）年、
十四歳（満十二歳）の「秋学校で素読を了り特選で会読席」の上級組に進学したのである。
　安政六（����）年　　十歳（数え十二歳）の時、藩校稽古館に入学　九月　母とも子病没する。
　文久元（����）年　　十二歳（数え��歳）の秋、稽古館において特選で会読席（上級）に進級する。
　　　　　　　　　　小姓職を命じられるが、「祖父は参政、父も在職で、一家三人勤務は法令の禁
　　　　　　　　　　ずるところであつた」ので、「特許されたのであつたが東作は孫に辞退させ」（��） 
　　　　　　　　　　ている。
　文久二（����）年　　十三歳（数え��歳）から、稽古館での学問「士人の学」としての朱子学を学ぶ傍
　　　　　　　　　　ら、須藤半之丞及び叔父本多謙一から小野派一刀流の剣術を学び武芸の修業に
　　　　　　　　　　励んでいる。
　文久三（����）年　　十四歳（数え十六歳）　馬術を鳴海師範に、砲術を佐々木師範に学ぶ。
　元治元（����）年　　十五歳　祖父本多東作久貞、永眠する。槍術の修業を始める。
　慶応元（����）年　　十六歳　稽古館司監に抜擢される。このころから陽明学、蘭学、英語に関心が
　　　　　　　　　　向けられる。藩政では御手廻り書院番職に推挙され、山鹿流兵法を学び始める。
　これらの本多庸一が津軽藩の上級藩士として藩校稽古館時代に学んだ学問「士人の学」と武芸の修業
については、岡田哲蔵氏が『本多庸一傳』の中で、より具体的に記述しているのでここに示して置きたい。
　「徳蔵（庸一数え）十二三歳の頃は稽古館にて従前の師、同館典句工藤儀郎の組に在りて修業怠らず、
春秋二期の試験にはいつも読書も書法も上点で、賞与を受けた。行状も優等であつたが生来多病で臥
がしょう
床
すること多く時に重患となつて学校を休むことも屢
しばしば
あつた。
　文久元年（数え）十四歳で小姓職を命ぜられた。此頃祖父は参政、父も在職で、一家三人勤務は法令
の禁ずるところであつたのを、特許されたのであつたが東作は孫に辞退させた。同年秋学校で素読級を
了り特選で会読席に進んだ。これは当時の教授法で先ず漢籍の読み方のみ教え幼時なれば意味は解すべ
くもなけれど関
かま
はず、それが済んで内容の講義を聞くのであつた。これより学士教授の講義を聞くので
ある。会読席は数年に亘るので第一級は小学と十八史略、第二級史記、皇朝史略、第三級春秋左氏伝、
第四級尚
しょうしょ
書、第五級詩経、第六級から特級で易経、集禮、儀禮などに及ぶのであつた。徳蔵は（数え）
十五から稽古館に学ぶ傍ら小野派一刀流の剣術を須藤半之丞及び叔父本多謙一に学び（数え）十六歳か
ら馬術を鳴海師範に、砲術を佐々木師範に学んだ。」（��） 
　本多庸一は、「当時の藩中におけるエリート・コース」（��）を歩んでいるのである。
　本多庸一が生まれ育った本多家は、津軽藩の「三百石の武士で家の生活もよく、小身でも（『護教』）」
ない
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上級藩士・上級武士の家柄である。この本多庸一が津軽藩の上級藩士・上級武士として、その思想
と行動の背骨となっている「士人の学」の形成に預かって大きかった学問は、津軽藩存立の基盤である「封
建社会の君臣関係を説く」（�0）朱子学である。封建社会の君臣関係とは、「君主と臣下」（広辞苑）の「身分的
支配関係」で、その特質は、「家族関係の擬制化、封建的主従関係における契約的性格の希薄等」（��）にある。
この封建社会の「君主と臣下」の封建的主従関係（君臣関係）、即ち「主人と従者との間に結ばれる身分
的支配関係」（�0） は、武家社会における「武士階級の主従関係」（�0） を意味し、この主従制は、「武家社会
の結合の機軸」（�0） である。それ故に、津軽藩においても朱子学は、「江戸幕府は、君臣父子の封建的社
会的秩序に理論的根拠を与える朱子学を保護奨励し、幕府の官学としてこれを育成した」（��）ように、「士
人の学と定め」（��）て藩校稽古館の教学の中心に据えて教授されていたのである。
　本多庸一が藩校稽古館において学んだ「藩政指導者を育て」る朱子学は、「朱子学の宇
コスモロジイ
宙観の如き高尚
なる哲理に就て」「教えられたもの」ではなく、恐らくは、「士不レ可三以不二弘毅一（シハモツテコウキナ
ラザルベカラズ）」（士の心志は、弘大にして、剛毅ならざるべからず。）」、そして且つ「士為二知レ己者
一死 （シハオノレヲシルモノノタメニシス）」（士はよく己の心を知れる人〔君主〕の為には身命をなげう
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つ） 封建社会の君臣関係を説く「士人の学」であったものと思われる。それは、君臣の間には道義があり、
自分の利害を思わずに人道のためにつくすことを教える。「古文孝教序」に「君
きみ
君たらずとも臣臣たらざ
る可からず」（君は君たる道をつくさなくても、臣は臣たる道を守って忠義をつくさなければならぬ。）（広
辞苑）とある。「忠義」は、「臣のまごころを君国につくすをいふ」（増補字源）君臣の間の絶対的道徳であ
る。本多庸一が、藩校稽古館の「藩政指導者を育て」る朱子学によって「士人の学」を学んでいることは、
本多庸一が後年、山路愛山に「余（本多庸一）が藩は朱子学を以て士人の学と定めたれども、余は朱子
学に満足する能はざりき」（��）と語っていることから容易に理解することができよう。
　安政元（一八五四）年五歳の春から父本多八郎左衛門久元に孝経を学び始めた本多庸一が藩校稽古館
に入学して本格的に「士人の学」を学ぶことになったのは、安政六（一八五九）年十歳の時である。高木
壬太郎『本多庸一先生遺稿』に「先生七歳の時始めて父君より孝経を学び、次いで藩の学問所なる稽古
館の典句工藤儀郎に就き素読を学び、十二歳にして稽古館に入り素読会読及皇漢学を学び、特に同館学
士錯齋櫛引儀三郎氏に経義を学ぶ（本多庸一先生略傳）」（��）とある。本多庸一は、藩校稽古館に入学して
も、「稽古館にて従前の師、同館典句工藤儀郎の組に在りて修業怠らず、春秋二期の試験にはいつも読
書も書法も上点で、賞与を受け」（��）ているが、しかしながら「徳蔵十二三歳の頃は……行状も優等であっ
たが生来多病で臥床すること多く時に重患となって学校（稽古館）を休むことも屢
しばしば
あつた」（��） ことは既に
触れたところである。そして「幼なくして聡明で」（��）「典句工藤儀郎の組に在りて修業怠らなかった」（��） 
本多庸一は、文久元（一八六一）年十二歳の秋には「学校（稽古館）で素読級を了り特選で会読席（上
級）に進ん」（��） でいる。「これは当時の教授法で先ず漢籍の読み方のみ教え幼時なれば意味は解すべきも
なけれど関
かま
はず、それが済んで内容の講義を聞くのであつた」（��） からである。更に本多庸一は、文久二
（一八六二）年十三歳になると、稽古館での学問と共に小野派一刀流の剣術と山鹿流の兵法（本多庸一先
生略傳）」（��）を学び修め、文久三（一八六三）年十四歳の時に馬術・砲術・槍術の武芸の修業を始めて励
んでいる。先の岡田哲蔵『本多庸一傳』は、「徳蔵（庸一）は十五歳から稽古館に学ぶ傍ら小野派一刀流の
剣術を須藤半之丞及び叔父本多謙一に学び十六歳から馬術を鳴海師範に、砲術を佐々木師範に学んだ」（��）
と伝えている。
　このように本多庸一は、上級藩士・上級武士としての家庭教育と藩校稽古館において、「当時の藩中
におけるエリート・コースの過程」を歩み、「士人の学」としての朱子学と剣術、馬術・砲術・槍術の武
芸及び山鹿流の兵法を学び、津軽藩の存立と命運を賭ける強烈で強固な藩意識ないしは藩としての国意
識を培い確立・形成しているのである。
二　藩校稽古館の儒学教授櫛
くしびきさくさい
引錯斎の朱子学
　本多庸一は、安政六（一八五九）年、 十歳の時に藩校稽古館に入学して、藩校稽古館の学問である朱子
学を儒学者櫛引錯斎について学んでいる。本多庸一は、櫛引錯斎に深く傾倒し、稽古館の講義以外に個
人教授を受けて研鑽を積んでいることは既に触れたところである。ところで本多庸一の津軽藩の存立と
命運を賭ける強烈で強固な藩意識（藩としての国意識）の確立・形成に最も与って大きかった藩校稽古館
の「学士教授の講義」（��） は、本多庸一に「士人の学」としての朱子学を講じた稽古館の儒学教官櫛
くしびきさくさい
引錯斎
である。このことは、本田庸一が藩校稽古館の「士人の学」について、「余が藩は朱子学を以て士人の学
と定めたれども」（��）、「私の道徳教育（儒教）は単純でした。簡単に言えば、それは、現在であろうと未
来であろうと、私利私欲を考えることなく、私の領主（大名）には忠実であるべきこと、私の両親、先生、
年上の人たちの言うことには従うこと、そして国のために全力を尽くすことでありました。（「My Own 
Conversion 私の改宗」）と述べていることから容易に理解することができるであろう。（「私のうけた道
徳教育は単純なものでした。それは、一言にしていえば、現在も未来も、一身の利害をかえりみず、殿
様には忠義、両親、恩師、長上には恭順、そして国家に対しては自己の最善をつくすことでありました（��）。）
　この「現在であろうと未来であろうと、私利私欲を考えることなく、私の領主（大名）には忠実であ
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るべきこと、私の両親、先生、年上の人たちの言うことには従うこと、そして国のために全力を尽くす」
「士人の学」を講じた稽古館の儒学教官櫛
くしびきさくさい
引錯斎に、本多庸一は「深く傾倒し、稽古館の講義以外に、そ
の個人教授をも受けて研鑽を積んでいる」（��）のである。岡田哲蔵『本多庸一傳』に、藩校稽古館の「其学
問はもと経書学即ち徳川時代の正統派といふべき朱子学派の説であった。稽古館には経学者錯斎櫛引儀
三郎ありて教授であつたが、徳蔵（庸一）は之を敬慕し毎朝特に其宅に通い教を受けた」（��）とある。本多
庸一がいかに稽古館の学士櫛引錯斎に深く傾倒していたかについては、岡田哲蔵『本多庸一傳』に、明
治十八（一八八五）年、「彼の師」櫛引錯斎の「建碑式の時彼（本多庸一）は発起人総代として文を読んだ
が、…今更ら先師（櫛引錯斎）の盛徳と遺訓の力に驚」き、「深く往事を追懐して彼は涙に咽びしといふ」
（��） とあることから容易に知れる。
　櫛引錯斎（文政三〔一八二〇〕～ 明治十二〔一八七九〕）は、「稽古館で学問を究め儒学教官となり、
後の藩政指導者を育て、藩主にも儒学を講じた」（��）津軽弘前藩の儒学者である。「藩政指導者を育て、藩
主にも儒学を講じた」櫛引錯斎は、「交友門人の求めには常に誠心を持って対し、身分の差別をせず権威
に屈しなかった」（��） と伝えられている。
　この本多庸一をして「涙に咽びし」めた櫛引錯斎の「盛徳と遺訓の力」について、工藤他山は、表徳碑
に「其学務二経世実用一、不レ事二記誦詞章一、学成擢為二藩学教授一、其誘二掖後進一、諄々懇悃、説二当世
之務日用彜倫之事一、」（其の学は、経世実用に務む。記誦詞章に事
つか
へず。学成
せいたく
擢（擢はぬきんずる：増
補字源）して藩学教授に為る。其を後進を誘
ゆうえき
掖す。諄々懇
こんこん
悃（ねんごろにしてまこと: 増補字源）、当世
之務日用彜倫之事を説く。）と指摘している。櫛引錯斎の表徳碑の「碑文は工藤他山の筆に成り」、工藤
他山はその人となりと「士人の学」について次のように撰文している。
　「　君生而誠信、（君は誠信に生まれる。）
不二与レ人戯狎一　（人と戯
ぎ こ う
狎 せず）
截然与二群児一異、（ 截
せつ
然として群児と異なる。）
故世以二異人一目レ之、 （故世は、異人を以て之を目す。）
幼喪二怙恃一及レ長兄亦亡、（幼にして怙恃を喪
うし
ない長ずるに及んで兄をまた亡くす。）
故承二其後一事二祖母一至孝 、（故にその後を 承
うけたまわ
りて祖母に事
つか
へ至孝す。）
家貧窮親樵圃、（家貧窮にして親しく樵
しょうほ
圃す。）
以供養　（以て供養す。）
有レ暇則矻矻読レ書、（暇有りて則ち矻
こつこつ
矻と書を読む。）
手不レ釈レ巻、　（手は巻を釈
のこさ
ず。）
其学務二経世実用一、（其の学は、経世実用に務む。）
不レ事二記誦詞章一、（記誦詞章に事
つか
へず。）
学成擢為二藩学教授一、（学成
せいたく
擢して藩学教授に為る。）
其誘二掖後進一、  （ 其を後進を誘
ゆうえき
掖す。）
諄々懇悃、　（諄々懇
こんこん
悃）
説二当世之務日用彜倫之事一、（当世之務日用彜倫之事を説く。）
薫陶所レ覃、（薫陶覃
およ
ぶ所）
愚者奮、（愚者を奮
はげま
し、）
頑傲者革、（頑
がんごう
傲者は革
あらた
める。）　　　　　　　　　　　
門徒数百千人、（門徒数百千人、）　　　　　　　　　　
名声隠然震二干闔藩一、 （名声は隠然として闔
こう
藩を震
うごか
す。）
巨室世臣皆請延為レ師、（巨室世臣、皆な請延して師となす。）
然事有レ不レ可則侃々執レ正、（然して事は可
さか
ざる有り、則
すなわ
ち侃
かんかん
々正を執
と
る。）　　
不レ肯二詭隨一、　（詭
き ず い
隨することを肯
がえん
ぜず。）
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禮貌衰者、（禮貌衰者）           
心痛絶レ之、（心痛は之に絶
おち
いる。）
故貴戚敬憚奉レ訓、（故に貴戚の敬
けいたん
憚は訓
おし
え奉る。）
一時俊髦多出二於其門一、（一時に俊
しゅんぼう
髦は、其門において多出する。）
蓋於二藩政一所二幽賛隠補一亦夥矣、（蓋し、藩政に於いて、幽
ゆうさん
賛隠補する所、また夥
おびただ
し。）
其所二上書建議一凱切極言、（其の上書建議する所、凱切にして極言す。）
不レ避二忌諱一、（忌
き い
諱を避ずして）
忠直剛毅亦如レ此。（忠直剛毅また此の如し。）
云々。（��）（註解　『増補字源』に学ぶと、戯
ぎ こ う
狎 は「たわむれなれる」、「截
せつ
然」は「物事の区別のはっ
きりとする貌」、怙恃は「父母」、樵
しょうほ
圃は「きこり畠」、成
せいたく
擢の「擢はぬきんずる」、懇
こんこん
悃は「ねんご
ろにしてまこと」、巨
きょしつ
室は「権力のある大家」、世
せいしん
臣は「代々其の国に仕える家臣」、請は「こふ（乞う）」、
延は「のべひろげる」、「不レ可」は「きかず」で「可とせず、聴き入れず」、貴戚は「貴き人君などの
親類」、俊髦は「才徳の衆に秀でたる人」、幽賛は「人の知れざる所にてひそかに助ける」、禮
れいぼう
貌は「禮
容を正しくして人を敬ふ」、隠、「隠密」、補は「おぎなうこと」の意である。」
　本多庸一が藩校稽古館において櫛
くしびきさくさい
引錯斎から学んだ「経世実用の学」と「当
とうせいのつとめ
世之務」としての「日用彜
倫之事」は、具体的には、「会読席は数年に亘るので第一級は小学と十八史略、第二級史記、皇朝史略、
第三級春秋左氏伝、第四級尚書、第五級詩経、第六級から特選で易経、周禮、儀禮」（��） などである。
　そして工藤他山は、藩校稽古館における漢学教授櫛
くしびきさくさい
引錯斎の教育、即ち「士人の学」としての朱子学
（「経世実用の学」と「当
とうせいのつとめ
世之務」としての「日用彜倫之事」）を学んだ門人について、「一時俊髦多出二於其
門一、蓋於二藩政一所二幽賛隠補一亦夥矣、（此の時に「才徳の衆に秀でたる」俊
しゅんぼう
髦が、櫛
くしびきさくさい
引錯斎の門から多
出している。それ故に門人達が藩政に於いて、幽
ゆうさん
賛隠補、即ち「人の知れざる所（隠補）にてひそかに
助ける（幽
ゆうさん
賛）」ことが夥しい。）」と強調し、師である櫛引錯斎と同様に、櫛引錯斎の門人達の「其所二上
書建議一凱切極言、不レ避二忌諱一、忠直剛毅亦如レ此。（其の上書建議する所、凱切にして極言す。忌
き い
諱
を避ずして、忠直剛毅また此の如し。）」と極めて高く評価している。
　藩校稽古館における漢学教授櫛
くしびきさくさい
引錯斎の教育の「感化」がいかに大きかったか、容易に理解できるで
あろう。岡田哲蔵氏も、本多庸一もいかに櫛
くしびきさくさい
引錯斎の教育の「感化」が大きかったかについて、藩政に
ついて「其の上書建議する所、忌
き い
諱を避ずして、凱切にして極言するかゝる人物が本多（庸一）の師であっ
た。其感化は大なるものありしは察するに余る」（��）と力説し推察している。
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（49）岡田哲蔵『本多庸一伝』二十八～二十九頁
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第三節　藩校「稽古館司監」及び藩中「御手廻り書院番職」時代の学問研究―「士人の学」の発展と充　
　　　実　朱子学（士人の学）から陽明学へ、そして実用学としての異学への関心と研究
一　藩校「稽古館司監」・藩中「御手廻り書院番職」時代の学問研究と「思想の変動」
　藩校稽古館において櫛
くしびきさくさい
引錯斎から「経世実用の学」を学んだ本多庸一は、慶応元（一八六五）年、弱冠
十六歳の時に稽古舘司監に抜擢され、「藩中では御手廻り書院番職」に推挙されている。そして、この「稽
古館司監」と「御手廻り書院番職」時代は、本多庸一にとって、「この頃から陽明学、蘭学、英学に関心
を向け、また山鹿流兵法を学び始め」た時でもある。藩校稽古館の「司監は一種の取締役」（�0）であるにし
ても、「故本多庸一先生略伝」には「これより先き先生君侯の近侍となり、兼て稽古館にありて学生を監
督せしが」（��） とあることから「司監」は、藩校稽古舘の学生の「監督の職権を有する」（広辞苑）「役目」
で「監督官」の意味であろう。余談であるが、この本多庸一の「稽古館にありて学生を監督せしが」で思
い出すことは、学校教育法第二十八条の「③　校長は、校務を掌り、所属職員を監督する」と言う校長
の職務の規定である。この校長が職務として「所属職員を監督する」場合の「監督する」とは、「平たく
いえば、監察し、相談にのり、指導助言し、命令し、調停するということである」（��）と理解されている。
この弱冠十六歳の本多庸一の藩校稽古舘司監に抜擢については、岡田哲蔵氏によって、「彼（本多庸一）
は（数え）十八歳の秋に稽古館の司監といふ取締役を命じられた。従来此役は老練な確固たる人物を以
て充す例であつたが、今年若き書生なる彼が之に当るを見て、人皆驚くのみならず、同窓の学生も嘲笑
してその下に甘
あま
んぜぬ勢いを示した。それで老教授兼総司たりし兼松成言及諸教授が此度の選の至当な
るを保証したので衆も口を緘
かん
し、その嘲笑も一時のことにて沈静した。此年また御手廻り書院番の職に
挙げられた」（��） と伝えられている。
　御手廻り書院番職は、今日的には「藩庁の政策本部局勤務」（�0）であるとしても、御
ご て ま わ
手廻り書
しょいんばんしょく
院番職の「手
廻り（手回り）」は、「主将の傍近く守護する兵士」（広辞苑）の意、書
しょいんばんしょく
院番職の「書院番」は「御
ご
書院番」で、
「江戸幕府の職名。若年寄に属し、営中の護衛、将軍の扈
こしょう
従、儀式の事を掌り、また、市内の巡察を掌っ
た職」（広辞苑）であることから、先の「故本多庸一先生略伝」に「これより先き先生君侯の近侍となり」
とあるように「君侯の近侍」の意味であろう。「近侍」は、君侯の「そば近く侍る」「近侍の人」（広辞苑）
のことである。
　この本多庸一の藩校稽古舘の司監及び藩庁の御手廻り書院番職の使命と活動については、必ずしも
具体的ではないが、後に本多庸一が「My Own Conversion（私の改宗）」の中で、「孔子は道徳の師表
としてまた政治家として、私の最高の理想像でありました」（��）と記述し、その本多庸一の具体的な思
想と行動について、“It was, in short, to be faithful to my feudal lord, to obey my parents, teachers, 
and elders and to do my best for the state, without regard of self-interest, whether in the present or 
future.”（「簡単に言えば、それは、現在であろうと未来であろうと、私利私欲を考えることなく、私の
領主（大名）には忠実であるべきこと、私の両親、先生、年上の人たちの言うことには従うこと、そし
て国のために全力を尽くすことでありました。」）と、次のように吐露しているように、本多庸一は、藩
校稽古館において学び深め育てられた津軽藩政の指導者として儒教朱子学の「士人の学」の思想を、「現
在であろうと未来であろうと、私利私欲を考えることなく、私の領主（大名）には忠実であるべきこと、
…そして国のために全力を尽くすこと」、即ち津軽藩・津軽の国の存立と防衛のための命運を賭した行
動を展開して実践しようとしていることは想像に難くはない。本多庸一は、「My Own Conversion（私
の改宗）」の中で、次のように記述している。
　“（Confucianism, the most influential among the Military class, was a politico － ethical system. It 
does not teach a spiritual world, either divine nor human. 
　When I was young, the religions of Japan were in a sleeping condition. Under such a condition 
of religions, being a son of a military family, I never received any religious training, except 
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Confucianism, which is not properly to be called a religion. My moral instruction was simple. It was, 
in short, to be faithful to my feudal lord, to obey my parents, teachers, and elders and to do my best 
for the state, without regard of self-interest, whether in the present or future. This was the common 
ethics among the military class which also influenced all common people.
　It was my constant aim not to disgrace my clan and family by my misconduct. I had an implicit 
belief in heaven, though very vague and indefinite, and was never skeptical of the existence of the 
spirits of ancestors and heroes. I used to visit the tombs of our feudal lords and my ancestors at least 
once a month. It was simply to pay respect but not to expect any blessing. Confucius, as a moral 
teacher and statesman, was my highest ideal. But after all, I had no spiritual and heart searching 
overseer above or within me, but I was my own master.” （��）
　「儒教は、武士階級の間に最大の影響力がありましたが、一つの政治家の倫理体系でした。それは、
神の人間のどちらも心の世界を教えませんでした。私が青年であった時には、日本の宗教は、一種の睡
眠状態にありました。そんな宗教状況の下で、しかも武士の家柄の子であるので、私は、一つの宗教と
呼ばれるには適切ではない儒教を除いては、どんな宗教的訓練をも決して受けたことはありませんでし
た。私の道徳教育は単純でした。簡単に言えば、それは、現在であろうと未来であろうと、私利私欲を
考えることなく、私の領主（大名）には忠実であるべきこと、私の両親、先生、年上の人たちの言うこ
とには従うこと、そして国のために全力を尽くすことでありました。これは、武士階級の間の普通の倫
理であったし、そしてまた全ての一般人民にも影響を及ぼしていました。私の不行跡による一族と家柄
の恥となることは、私の忠実な目的ではありませんでした。私は、非常に漠然として曖昧でしたけれども、
天をそれとなく信じていました。先祖や偉人の霊魂の実在を決して疑ってはいませんでした。少なくと
も月に一度は、我々の領主（大名）と私の先祖のお墓を参拝しなければならないのです。それは、ただ
敬意を払うためであり、いかなる神の恵みを期待することではありません。孔子は、道徳の教師及び政
治家として、私の最高の理想的な人でした。しかし結局は、私は、私の上にも私の中にも精神的心的に
厳しく取り締まる人を持っていませんでした。けれども私は自分の思いどおりにできました。（訳筆者）」
　この部分に関して青山学院『本多庸一』は、次のように翻訳されているのでここに示して置きたい（��）。
「儒教は武士階級の間に最大の影響力をもっておりましたが、これは一種の政治倫理体系であり、神と
人間とを問わず、霊界については何も教えませんでした。私の若い頃は日本の諸宗教は冬眠状態にあり
ました。その宗教的状況のもとで、武士の家に生れて、私は宗教的訓練といえば、儒教以外に何も受け
たことはありませんでしたが、その儒教は宗教とよばれるには相
ふ さ わ
応しいものではありません。私のうけ
た道徳教育は単純なものでした。それは、一言にしていえば、現在も未来も、一身の利害をかえりみず、
殿様には忠義、両親、恩師、長上には恭順、そして国家に対しては自己の最善をつくすことでありまし
た。これが武士階級の一般的倫理であり、人民一般にもゆき渡っていたものであります。私の不断の目
標は、自らの不品行を以て家柄と家名を汚さないように、ということにありました。私は甚だ漠然とし
て不明確ではありましたが、暗黙のうちに天というものを信じておりました。御先祖様や偉人達の御霊
の存在に決して疑念を抱いたことはありませんでした。少くとも月に一回は、殿様や御先祖様のお墓詣
りをするのがならわしでした。それはただ敬意を表する
（ママ）
ためで御加護を願うためではありませんでした。
孔子は道徳の師表としてまた政治家として、私の最高の理想像でありました。要するに、私には、私の
上いと高き所にも私の内面にも、私の精神や心を見守る何のものもありませんでした。私は自分ひとり
で自らを律していたのであります（��）。）
　このように「武士の家に生れて、…儒教以外に何も受けたことは」ない本多庸一は、藩校稽古舘の司監
及び藩庁の御手廻り書院番職として、「孔子は道徳の師表としてまた政治家として、私の最高の理想像」（��）
に置き、儒教の「士人の学」を深化し実践を求め、「私の不断の目標は、自らの不品行を以て家柄と家名
を汚さないように」、「一言にしていえば、現在も未来も、一身の利害をかえりみず、殿様には忠義、両
－ �� －
弘前学院大学社会福祉学部研究紀要　第11号（2011）
親、恩師、長上には恭順、そして国家（津軽藩としての国）に対しては自己の最善をつくすことであ」っ
たことは明らかであろう。本多庸一は、“This was the common ethics among the military class which 
also influenced all common people.”（「これは、武士階級の間の普通の倫理であったし、そしてまた全
ての一般人民にも影響を及ぼしていました。私の不行跡による一族と家柄の恥となることは、私の忠実
な目的ではありませんでした。」）とも述べている。
　孔子が教え広め「一種の政治倫理体系」として「武士階級の間に最大の影響力をもって」いた儒教は、
本多庸一が自ら「私の不断の目標は、自らの不品行を以て家柄と家名を汚さないように」と強調してい
るように、「家」を基礎とした「修身斉
せ い か
家治国平天下（大学）」の理想を説いたものである。「修身斉家治
国平天下」は、「天下を治めるには、まず自分の身を修め、次に家庭を平和にし、次に国を治め、次に天
下を治める順序に従わなければならぬの意」（広辞苑）である。人間は、「身を修めることがスタート」（��）
となって、斉家、即ち「一家（やから・一族）を整え治めること」（広辞苑）ができる、そもそも家を良
く治めるものでなければ、国や天下を治めることは到底できない、換言すれば、修身斉家を能くする者
こそ、治国平天下の能力があると認めることが出来るからである。
　このように本多庸一は、慶応元（一八六五）年十六歳から藩校稽古舘の司監として、そして「藩中で
は御手廻り書院番職」として、「現在も未来も、一身の利害をかえりみず、殿様には忠義、両親、恩師、
長上には恭順、そして国家（津軽藩としての国）に対しては自己の最善をつくす」「士人の学」の実践に
尽力しているのである。
　そして同時に本多庸一は、学友と共に、「その一二年前より…世に事を為さん為には互に相励まし相
学ぶの要ありとし、協力して身體の鍛錬と精神の修養に努め」（��） るために、「剣槍馬術砲術に励むと共
に山鹿流兵法の貴田師範に就て築城の研究」（��） をしている。この本多庸一の「世に事を為さん為に」、
学友と共に「協力して身體の鍛錬と精神の修養に努め」るこの間の経緯について、岡田哲蔵氏は、『本多
庸一傳』の中で、次のように記述している。
　「慶応元年には徳蔵（庸一、数え）十八歳となった。その一二年前より学友も増して来たが彼等は世に
事を為さん為には互いに相励まし学ぶの要ありとし、協力して身体の練磨と精神の修養に努めた。剣槍
馬術砲術に励むと共に山鹿流兵法の貴田師範に就て築城の研究をなした。それと共に藩内の各郡を巡回
し山川の勢、国境の嶮、防備の模様等を実視した。それには八九人組をなし在所々々を草
わ ら じ
鞋掛で歩み廻り
農家に宿泊し麁
そ は ん
飯を食し、或時は諸所の庄屋や代官を驚かしたこともあつた。或は筍
たけのこ
、蕗
ふき
、薇
ぜんまい
を取ると
て各大なる握飯に身
みがきにしん
缺鯡又は味噌を携へて、早朝より出でて山めぐりしつゝ晩には疲れ切つて家に帰っ
た。一面には虚弱を恐れた徳蔵の身体もかく練磨されて後年の丈夫なる体格となったと思われる。」（��）
　本多庸一が「剣槍馬術砲術」や山鹿流兵法を学び築城の研究に励み、「それと共に藩内の各郡を巡回し
山川の勢、国境の嶮、防備の模様等を実視し」ているのは、そこに本多庸一の「士人の学」によって確立・
形成された津軽藩の存立と命運を賭ける強烈で強固な藩意識ないしは藩としての国意識を見るのは容易
であろう。「藩」は、「シナ古代の封建制度下の名称に由来する」、「江戸時代の大名の領地支配機構」（��）で、
「諸侯（多くの大名）の国」（増補字源）のことである。「国」は、「くに（邦）　一政體の下に属する土地人
民」（増補字源）を言い、「地理上又は行政上の区劃」の意味である。そして「大名」とは、「主として江戸
時代の藩主」（��）を言い、「大名の領地を藩といい、藩内の政治は藩主に一任され」（��）ている。「士」は、武
家時代の四民、即ち「士農工商」の「首たる者・さむらい・もののふ」（増補字源）で、「官位・俸禄を有し、
人民の上位にある者・武士」（広辞苑）である。四民の「首たる者」・「人民の上位にある者」としての「士」は、
「学徳ある者（士君子）」（増補字源）、即ち「学徳を修め、敬重すべき地位にある人」（広辞苑）でなければ
ならない。何故なら、佐藤一斎が「士ハ独立自信ヲ貴ブ」し、「士ハ当ニ己ニアルモノヲ恃
たの
ムベシ」（��）と強
調しているように、幕末の「士」は、「独り立つ精神」の高揚を求められていたからである。
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註（50）青山学院『本多庸一』九頁
（51）今村武俊・別府哲『学校教育法解説（初等中等教育編）』一七九頁
（52）青山学院『本多庸一』四十四頁
（53）高木壬太郎『本多庸一先生遺稿』後部一～六頁
（54）青山学院『本多庸一』四十三～四十四頁
（55）野口伐名「道徳の歴史と方法」講義ノート
（56）坂本太郎監修『日本史」小辞典』五六六頁
（57）坂本太郎監修『日本史小辞典』四二〇頁
（58）相良享『武士道』一六五頁 
二　「士人の学」の発展と充実（１）　朱子学「知先行後」（59）から陽明学「知行合一」への思想の変動
　しかしながら、このように本多庸一は、幼少時代から青年時代にかけて徹底して津軽藩の上級武士と
して儒学、特に朱子学及び剣術・馬術・砲術・槍術・山鹿流兵法などの武芸、即ち津軽藩士・上級武士
として文武両道の教育、即ち「士人の学」を受け学んでいるのであるが、「いつしか朱子学に飽き足らず
なりて陽明学を研究するに至った」（��） のである。本多庸一が藩校稽古館の朱子学「士人の学」に「いつ
しか朱子学に飽き足らずなりて陽明学を研究するに至った」その間の本多庸一の「思想の変動」について、
岡田哲蔵氏は、『本多庸一伝』において次のように記述している。
　「其学問はもと経書学即ち徳川時代の正統派といふべき朱子学派の説であつた。稽古館には経学者
錯
さくさいくしびき
斎櫛引儀三郎ありて教授であつたが、徳蔵（庸一）は之を敬慕し毎朝特に其宅に通ひ教を受けた。然
るにいつしか朱子学に飽き足らずなりて陽明学を研究するに至つた。即ち王陽明の伝習録、陽明文集や
日本の陽明学派なる中江藤樹の著書、熊沢蕃山の集義和書、集義外書等を見て思想も変動した。而して
更に蘭学を医士佐々木元俊に学んだ。其頃石郷岡三吾、佐藤弥六等、江戸の慶応義塾に学びしもの帰郷
して、英語学が行はるに至つた。また漢文の旧約と新約及び支那発行の基督教小雑書の類も輸入された
が、其等は極めて秘密に見られた。」（��）
　このように本多庸一は、慶応元（一八六五）年、「稽古舘司監に抜擢され、藩中では御手廻り書院番職
に挙げられ」た満十六歳の時、「この頃から陽明学、蘭学、英学に関心を向け、また山鹿流兵法を学び始
め」ているのである。
　この本多庸一の朱子学（「士人の学」）から陽明学への「思想の変動」については、本多庸一自身、後年
のことだが、山路愛山に「余（本多庸一）が藩は朱子学を以て士人の学と定めたれども、余は朱子学に
満足する能はざりき」（��）と、次のように語っている。
　「余が藩は朱子学を以て士人の学と定めたれども、余は朱子学に満足する能はざりき。余は固より朱
子学の宇
コスモロジイ
宙観の如き高尚なる哲理に就て深く味ひたるには非ず。さる哲理は余の教へられたるもの非ず。
余は唯、酒掃応対の末節に汲々たる朱子学の煩
は ん さ
瑣なるに満足する能はざりしのみ。されば余は藩学校の
庫中に在りて学生の容易に見ることを許されざりし陽明文集、伝収録等を辛ふじて借り得て之を読みた
り。余は又同じ理由に依って、熊沢蕃山の集義内外書を読みたり。而して陽明学の朱子学よりもより多
0 0 0
く
0
自
ナチュラル
然なるを喜びたり。余が基督教徒たるに及んで、藩の故老は曰
いい
ひき、果然彼れは陽明学の書を読ん
で先ず邪教に陥りたるが故に更に基督教に陥れりと。（傍点筆者）」（��）
　これら岡田哲蔵氏や山路愛山の記述から明らかなように、藩校稽古館の「藩政指導者を育て」る朱子
学「士人の学」を学んだ本多庸一が「余は朱子学に満足する能はざりき」（��）大きな事由は、「いつしか朱
子学に飽き足らずなりて陽明学を研究するに至つた」ことと、「陽明学の朱子学よりもより多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然なる」
ことに「喜び」を見出したこと、などの二つにある。
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（一） 本多庸一の朱子学に対する懐疑心
　本多庸一が「いつしか朱子学に飽き足ら」なくなったと言う第一の「余（本多庸一）は朱子学に満足す
る能はざりき」こととは、直接的には「余は唯、酒掃応対の末節に汲々たる朱子学の煩
は ん さ
瑣なるに満足す
る能はざりしのみ」にあるが、根本的には、本多庸一が藩校稽古館において学んだ「藩政指導者を育て」
る朱子学は、一つには、「朱子は行ないを重んじたが知を先
0 0 0
としたため、末学の輩は徒に雑
ざっぱく
駁な知を蓄
えることに奔走して実行がこれに伴わない者が多かった（傍点筆者）」（�0）ことに疑問を抱いていたことに
ある。本多庸一が藩校稽古館において学んだ「藩政指導者を育て」る朱子学は、本多庸一が「朱子学の
宇
コスモロジイ
宙観の如き高尚なる哲理に就て」は「教えられ」なかったとしても、本質的には、恐らくは、「士不レ可
三以不二弘毅一（シハモツテコウキナラザルベカラズ）」（士の心志は、弘大にして、剛毅ならざるべから
ず）」、そして且つ「士為二知レ己者一死 （シハオノレヲシルモノノタメニシス）」（士はよく己の心を知れ
る人〔君主〕の為には身命をなげうつ） 封建社会の君臣関係を説く「士人の学」であったことは確かであ
ろう。それは、君臣の間には道義があり、自分の利害を思わずに人道のためにつくすことを教える。「古
文孝教序」に「君
きみ
君たらずとも臣臣たらざる可からず」（君は君たる道をつくさなくても、臣は臣たる道
を守って忠義をつくさなければならぬ）（広辞苑）とあるように、「忠義」は、「臣のまごころを君国につ
くすをいふ」（増補字源）君臣の間の絶対的道徳だけを説く、加藤仁平氏の言葉を借りれば、藩校稽古館
の朱子学が「封建制や階級的社会・組織の基礎づけを主要な課題として動いている（��）」「士人の学」に
満足できなかったのである。本多庸一は、藩校稽古館の「藩政指導者を育て」る朱子学は、「酒掃応対の
末節に汲々たる朱子学」であるとまで酷評している。「余（本多庸一）は唯、酒掃応対の末節に汲々たる
朱子学の煩
は ん さ
瑣なるに満足する能はざりしのみ」。「酒掃応対」の「酒掃」とは、「酒」よりも「掃」に意味の
重心があり、「掃除」と同じ意味である。『増補字源』（��） に「掃は箒
ほうき
にてはくなり、酒掃・掃除などと用ふ、
転じて何にても、一
ひと
いきにさらりと掃ふに用ふ」とある。この本多庸一の藩校稽古館の朱子学「士人の学」
に対する酷評で思い出すのは、陸羯南が『日本』の論説「謹読勅語」の冒頭の、恐らくは藩校稽古館の朱
子学を念頭に置いて書かれたと思われる次の言葉である（��）。
　「封建三百年の平和は社会の風俗を退廃せしめ、仁義の流れは迂闊に赴き忠孝の習は卑屈に陥り綱常
の教は遂に腐儒糊口の一法と目せらるゝに至る。」（��） 
　陸羯南が、「封建三百年の平和は社会の風俗を退廃せしめ」て、「綱常の教は遂に腐儒糊口の一法と目
せらる」までに堕していると指摘しているのは、藩校稽古館の朱子学「士人の学」の「綱常の教」の実践
性に疑問を抱き問題を提起していて極めて興味深い。「腐儒」とは、「陳腐にして用に立たぬ学者」のこと
で、「迂闊」とは、「まはりどほくして実地の役にたたず」、「卑屈」とは「心がいやしくいぢけてゐる」と
の意味である。この陸羯南の藩校稽古館の朱子学の「仁義の流れは迂闊に赴き忠孝の習は卑屈に陥り綱
常の教は遂に腐儒糊口の一法と目せらるゝに至る」と言う言葉で再度思い出すのは、井上毅と共に教育
勅語の起草の参画者である元田永孚が、熊本藩の藩校時習館の教学に対して痛烈な批判を加えた次の言
葉である。
　「俗儒は記
きしょうししょう
誦詞章に拘して修レ己治レ人の工夫を知らず。 政
まつりごと
に預る法制禁令の末を把持して記誦詞章の
大道を知らず。」（��） 
　「記誦」とは、「記誦の学」を指し、「暗記して読むばかりで理解につとめず、また実践しない学問態度」、
「詞章」は、「詩歌や文章。謡曲・浄瑠璃などの文章」（広辞苑）の意味である。元田永孚は、真の学問は、
「記誦詞章の学」にあるのではなく、実践躬行の学問でなくてはならないと考えているのである。熊本藩
の藩校時習館の教学は、「人の心術（心遣い・気遣い）」を問題にする余り朱子学の本領である実践性に
欠如した「訓詁学」てあったのである。「訓詁」の「詁」は、「古言を解く意」で、「字句の解釈」を意味し、「時
習館」は、「経
けいてん
典の訓詁を主とする学」である。その結果、時習館の教学は、「修身斉家治国平天下の道を
体得するの研究」は軽視されて、「仕官の道を求める風の学」ないし「仕途を求むるの修行法」に堕するに
至っているのである。時習館の教学を皮肉った狂歌に、「けしつぶの中くりほぎて館たて、ひと間ひと
－ �� －
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間に細注を読む」、「時習館きうり（窮理）かずらのはびこりて、十
じゅうさんきょう
三経の置所なし」と言うのがある。「十三
経」とは、漢・唐の経学・訓詁学に対して、「行い（実践）を重んじた」「宋代に確定した一三種の経書」で、
具体的には「易
えききょう
経（周易）・書経（尚
しょうしょ
書）・詩経（毛詩）・周
しゅうらい
礼・儀
ぎ ら い
礼・春秋左氏伝・春秋公
く よ う で ん
羊伝・春秋
穀梁伝・論語・孝経・爾
じ が
雅・孟子」の「孔子など中国の聖賢の述作した書」（広辞苑）である。とすれば、
陸羯南が指摘する「仁義の流れは迂闊に赴き忠孝の習は卑屈に陥り」て、「綱常の教は遂に腐儒糊口の一
法と目せらる」とは、藩校稽古館の「酒掃応対の末節に汲々たる朱子学」、即ち記誦詞章、訓詁詞章の学
を指していたのであろう。
　このように藩校稽古館の「朱子学に満足する」（��）ことができずに、「日本の陽明学派なる中江藤樹の著
書（「翁問答　下巻の末）」（��）から、本多庸一は、「立派な身分で聡明な人でありながら、このように道を
採り違えるのは」、「その立法の心根はよろしいのだが、末流を汲む学者が意味を噛み違えて、みな峰へ
昇るつもりで谷に入ってしまうようなものだからである」（��）と学んでいる。そして中江藤樹は、「末流を
汲む学者が」、「みな峰へ昇る」ためには、いかに「中庸精微の機密に悟入して中行
4 4
の位に到達」すること
と「我慢の魔心を払い捨て」、「太虚廖
りょうかく
廓の神道（宇宙の本体の広大無限の妙理）を悟」ることが必要不可
欠であるかを、次のように教授している。
　「立派な身分で聡明な人でありながら、このように道を採り違えるのは、教えの法が中庸に背いてい
るためであって、その立法の心根はよろしいのだが、末流を汲む学者が意味を噛み違えて、みな峰へ昇
るつもりで谷に入ってしまうようなものだからである。」（��） 
　「…聖人にお会いなったならば、必ず中庸精微の機密に悟入して中行
4 4
の位に到達され」（��） こと。
　「我に執着し、人と争って勝とうとする我慢の魔心を払い捨て、…本来の至誠無息、不弐一貫の心学
にと努力して、太虚廖
りょうかく
廓の神道（宇宙の本体の広大無限の妙理）を悟」（��） らなければならないこと。
　「中行
4 4
」とは、「中庸の行ないであって過不足のないこと。」（��） 、「我慢」は「自ら己の能を恃
たの
みて他人を
しのぐ。我意を張る。我執」（増補字源）の意味である。
　この中江藤樹の「末流を汲む学者が意味を噛み違えて」、その「教えの法が中庸に背いているため」に、
「みな峰へ昇るつもりで谷に入ってしまうようなものだ」と言う教示に、本多庸一が、次の第二の問題と
して考察を試みるように、「陽明学の朱子学よりもより多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然なるを喜び」を見出したことは想像に難
くはないであろう。
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0 0 0 0
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ナチュラル
然」の「喜び」
　本多庸一が「朱子学に満足する」（��）ことができなかった第二の大きな事由は、本多庸一が「陽明学の
朱子学よりもより多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然なる」ことに「喜び」を見出したことにある。それでは、本多庸一が、朱子学
よりも陽明学の「より多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然なる」ことに大きな喜びを見出した事由は、何処に求められるのであろ
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うか。本多庸一は、陽明学の「自然」について、「ナチュラル」とルビを付し読ませている。漢字の「自然」
の意味は、『字源』によれば、字義的には「人為の加はらざる義」であるが、英語の「ナチュラル」“natural”
は、研究社の『アプローチ英和辞典』によれば、「自然の、自然のままの、（性質、才能などが）生まれつ
きの、生まれたときからもっている、当然の、正常の、ありのままの」の意味である。とすれば、本多
庸一が言う「陽明学の朱子学よりもより多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然なる」こととは、朱子学の「自然」が人間の「道」を意
味しているのに対して、陽明学の「自然」は、人間の「ありのままの」ネイチャー nature 自然（「自然、
性質、天性、本質」（��）を重視しているところにある。
一） 王陽明における人間の「道の体現」の「源泉」としての「良知」
　本多庸一が「余は藩学校の庫中に在りて学生の容易に見ることを許されざりし陽明文集、伝習録等を
辛ふじて借り得て之を読み」（��）て、「而して陽明学の朱子学よりもより多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然なるを喜び」を見いだし
たのは、王陽明の『伝習録（中巻）』（��）に見られる「骨肉の親情」（��）としての「孝悌の真
ま こ と
誠の惻
こ こ ろ
怛」（�0）であり、
「何よりも天理が自然霊妙に発現した」る「良知」こそ、人間の「なすことおのずからに道の体現である」
（��）と言う次の言葉であろう。
　「思うに、良知とは、何よりも天理が自然霊妙に発現したもので、真
ま こ と
誠の惻
こ こ ろ
怛こそがその本体なのです。
だから、この良知の真
ま こ と
誠の惻
こ こ ろ
怛を発揮して親に事
つか
えれば、それがそのまま孝であり、これを発揮して兄
に従えば、それが悌であり、これを発揮して君に事えれば、それが忠であり、それは一なる良知、一な
る真
ま こ と
誠の惻
こ こ ろ
怛であるのみなのです。」（��） 
　良知とは、溝口雄三氏によれば、「心即理の立場に立つ陽明にとって、心はそのまま理でである、そ
の理のありようやはたらきが良知だという」（��）。 この「理」について王陽明は、「自己に具有された理と
事物の理とは、一貫したもの」（��） で、「理に内外（の境界） はなく」（��）、「理は一なるもので」（��）と説いて
いる。そして「良知」としての「理のありようやはたらき」について、「また、理は一なるものです。理
として凝結している側面からは性といい、その凝結が（一身の）主宰者としてはたらく側面から心といい、
その主宰において（個別の事例に即して）発動される側面からは意といい、発動されたものの明覚であ
る側面を知といい、その明覚において感応する側面を物
こと
というにすぎません」（��） と教授している。王陽
明は、「理は一なるもので」、「性」、「心」、「意」、「知」、「物
こと
」などは「理」の「はたらき｣の側面にすぎな
いと考えているのである。
　王陽明が「骨肉の親情のある」「孝悌」の「良知」こそ人間の「道の体現」の「源泉」であると考えてい
ることは、次の王陽明の言動から明らかであろう。
　その一は、王陽明が「親に事
つか
え兄に従うというこの一念（「孝悌」）の良知の外に、さらに発揮すべき
何の良知もない」（��）と強調していることである。
　「親に事
つか
え兄に従うというこの一念（「孝悌」）の良知の外に、さらに発揮すべき何の良知もない、だか
ら『堯・舜の道は、孝悌につきる』（孟子）といわれるのです。」（��） 
　そして王陽明は、この孟子の「堯・舜の道は、孝悌に尽きる」（『孝悌』告子下）の言辞について、「こ
れは孝悌が、人の良知の最も深く発現したものであり、他念の介入の余地のないものである」と力説して、
孟子は「それ（孝悌）によって、君に事
つか
え、友に相
あい
対し、民に仁
めぐ
み、物
こと
を愛するなど、およそ動静語黙
のすべてについて、その親に事
つか
え兄に従う（孝悌の）真誠惻怛ただ一念の良知を発揮させ、なすことお
のずからに道の体現であるというふうにさせようとしたので」（��）あると教授している。
　「孟子が『堯・舜の道は、孝悌に尽きる』（『孝悌』告子下）といったのは、これは孝悌が、人の良知の
最も深く発現したものであり、他念の介入の余地のないものであることから、ずばりこれによって覚醒
をうながしたに他ならない。そしてそれによって、君に事
つか
え、友に相
あい
対し、民に仁
めぐ
み、物
こと
を愛するなど、
およそ動静語黙のすべてについて、その親に事
つか
え兄に従う（孝悌の）真誠惻怛ただ一念の良知を発揮させ、
なすことおのずからに道の体現であるというふうにさせようとしたのです。」（��） 
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　この「孝悌」の「良知を発揮させ」、「なすことおのずからに道の体現である」と考える孟子の「孝悌」
観について、王陽明は、「なるほど、天下のことは、千変万化して窮尽することがないけれども、しか
しこの、親に事
つか
え兄に従う真誠惻怛ただ一念の良知をさえ発揮して、それらに対応したならば、いささ
かの遺漏、いささかの欠落もないのであり」（��） と強調して、「まさしくこれは、ただ一なるこの良知が
あるからに他ならぬ」（��） と断じている。
　その二として挙げることができるのは、王陽明が「『童
こ ど も
蒙が（童蒙の側からのみずからの求めによって）
正さを養う』（『易経』蒙卦、彖伝）の道を達成」（��）するためには、「毎日早朝に、生徒たちの朝礼が終った
ら、教師は生徒（童蒙）の一人一人に順次につぎのことを尋ねる」（��）ことが必要不可欠であると強調して
いる言葉である。
　「家にあって、親を愛し年長を敬う心に怠
おこた
りがなく、真摯な気持でそれができていたかどうか、温凊・
定省など（孝養）のつとめに欠けることなく、実践できていたかどうか、往来での年長者に対する礼節
をいい加減にすることなく、謹み深く行えたかどうか、いっさいの言行や心づかいにいつわりやまがっ
たところがなく、よく『忠
まごころ
信がありかつ篤
ま じ め
敬』（『論語』衛霊公篇）でありえたかどうか、などである。」（��） 
　王陽明は、家庭における童
こ ど も
蒙の「教約」（��）の基本が、「親を愛し年長を敬う心に怠
おこた
りがなく、真摯な気
持でそれができていたかどうか、温
おんせい
凊・定省など（孝養）のつとめに欠けることなく、実践できていた
かどうか」にあることを強調している。温凊は、「（親に対して冬は）温かく（夏は）凊
すず
しくする」子が父母
に事
つか
ふる禮」（増補字源）、定
ていせい
省は、「ねどこを定め安んじ、又安否をかへりみ問ふ」ことから、「朝夕よ
く父母に事ふる義」（増補字源）である。その四文字熟語は、「昏
こんていしんせい
定晨省」で、「夕には父母の寝所を安定
にし、朝はごきげんを伺ふ、子が親に事ふる禮」（増補字源）の意味である。
　このように王陽明の「骨肉の親情」である「孝悌の良知」に人間の「道の体現」の「源泉」を見出す「良
知の学」（��）は、「一般の人は先ず学んで道を知り、しかるのち徳性の涵養に入るがよい」（��）と説いた朱子が、
「朱子は行ないを重んじたが」、「道理を知らずして行なうのは妄行である」と主張して「知
4
を先とした（傍
点筆者）」のに対して、「骨肉の親情」である「孝悌の良知」を必要不可欠な自然の霊妙として重要視して
いのは確かなことであろう。王陽明が「骨肉の親情」である「良知」を人間の「道の体現」の「源泉」とし
て、どんなに自然の霊妙として重要視していたかについては、王陽明の「人は、その父子兄弟が深淵に
堕ちて溺れるのを見れば」、「溺れる人の傍らで礼をかわし談笑をまじながら救おうともしないのは、ま
さしく路傍の人たるゆえんであり、骨肉の親情のあるものの到底できえることで」ないと断言する、次
の言葉から容易に理解することができよう。
　「人は、その父子兄弟が深淵に堕ちて溺れるのを見れば、必ずや、声のあらんかぎりに叫び立て、は
だしになってまろぶ（ころがる）がごとく、崖をつたい降りて助け上げようとするでしょう。もしこの
とき、たまたまその傍でたがいに礼をかわし談笑をまじえていた人士（教育や地位のある人〔広辞苑〕）
が、これを目撃したとしたら、或いはこのありさまを評して、このように威儀をうち棄てて叫びまろぶ
のは、きっと心神喪失の狂人だろうというかもしれません。このように、溺れる人の傍で礼をかわし談
笑をまじえながら救おうともしないのは、まさしく路傍の人たるゆえんであり、骨肉の親情のあるもの
の到底できることではありません。」（��） 
　この人間の「その父子兄弟が…溺れるのを見れば、必ずや、…助け上げようとする」「骨肉の親情」に
ついて、王陽明は、しかしこれは孟子が、「例えば幼児が井戸に落ちこもうとするとき、それを感受す
るとすぐに仁の理が対応して、ここに惻
そくいん
隠の心があらわます」（�0）と「すでに『惻
あわれみ
隠の心のないのは人で
はない』（『孟子』公孫 丑
ちゅう
上）といわれているではありませんか」（��） と指摘した上で、「いま、父子兄弟の
愛あるものにあっては」、「その父兄兄弟が…溺れるのを見れば」「自分が溺死する危険すらかえりみない」
で、「はいずってでもこれを救出しようとしないものは」いないと結んで、骨肉の親情である「惻
そくいん
隠の心」
の自然霊妙の「はたらき」（発現）について、次のように確信し断言しているのである。
　「いま、父子兄弟の愛あるものにあっては、心痛のあまり息も絶えんばかりに狂奔し、はいずってで
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もこれを救出しようとしないものはなく、しかも自分が溺死する危険すらかえりみないのですから、ま
して狂人の何のと譏
そし
られることなど、さらにはまた、人が信じてくれるか否かなど、なんで顧慮するい
とまがありましょう。」（��） 
　かくして王陽明の人間の自然な感情である「骨肉の親情」を本源とする「良知の学」（��）の新世界に驚愕
した本多庸一は、「余は又同じ理由に依って」、さらに「日本の陽明学派なる中江藤樹の著書、熊沢蕃山
の集義和書、集義外書等を見て思想も変動し」ていくことになる。（以下次号）
（註）
（67） 研究社『アプローチ英和辞典』八八三頁
（68） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著19）』四九〇頁 
（69） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著19）』四八二頁
（70） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著19）』四九〇～四九一頁
（71） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四六七頁 
（72） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四七四頁
（73） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四七五頁
（74） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四九一頁
（75） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四九六頁
（76） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四九七頁
（77） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四二七頁
（78） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著』四八一頁
（79） 加藤仁平他『新日本教育史』八十二頁
（80） 荒木見悟『朱子王陽明（世界の名著）』八十八頁
※　本稿は、紙幅の関係で、〔（二）本多庸一の陽明学に対する「より多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然」の「喜び」〕の〔 一） 王陽
明における人間の「道の体現」の「源泉」としての「良知」〕で終わり未完に終わっている。その責の故に
次号に掲載する内容の章・節・項をここに挙げると次のようになっている。
　第一章　津軽藩士としての津軽藩意識の確立と士人の学の形成（本号）
　　第三節　藩校「稽古館司監」及び藩中「御手廻り書院番職」時代の学問研究（本号）
　　　二　「士人の学」の発展と充実　朱子学（士人の学）から陽明学へ、そして実用学としての異学　
　　　　への関心と研究（本号）
　　　（二）本多庸一の陽明学に対する「より多く
0 0 0 0
自
ナチュラル
然」の「喜び」（本号）
　　　　二） 中江藤樹の陽明学　（次号）
　　　　三） 熊沢蕃山の陽明学　（次号）
　　　三　「士人の学」の発展と充実（�）　実用学としての異学への関心と研究（次号）
　第二章　献身的な津軽藩士としての津軽藩意識の実践活動　－強烈な献身的津軽藩意識の確立と実践
　　　　　行動から国家意識へ－　（次号） 
　　第一節　本多庸一の奥羽列藩同盟における思想と行動（次号）
　　第二節　本多庸一の弘前藩会議局議員として活動（次号）
　第三章　本多庸一の「藩意識から日本国意識へ」の目覚めと宣教師との出会い（次号）
　　第一節　本多庸一の藩命横浜留学による英語学習と宣教師（次号）
　　　一　フリー・バプテスト宣教師ヂョナタン・コーブル（ゴーブル） との出会い（次号）
　　　二　ブラウン塾における英語学習（次号）
　　　　一） ダッチ・リフォームド派宣教師サミュエル・ロビンス・ブラオン（Brown） の私塾（次号）
    　　　二） 同派宣教師米国人エス・アール・ブラオン博士夫人の英語学習（次号）
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日本の国士本多庸一における明治日本の近代皇天国家国民の形成の問題Ⅰ
　　　　三） 同派宣教師ジェームズ・エッチ・バラ（Ballagh）との出会い（次号）
　　第二節　本多庸一の「藩意識から日本国意識へ」の目覚めと宣教師（次号）
　　　一 　バラ塾の教育とバラの薫陶（次号）
　　　二　本多庸一のバラによる「藩意識から日本国意識へ」の目覚め（次号）
　　第三節　住吉町教会（横浜指路教会の前身）の創立者・横浜米国聖書会社社長ヘンリー・ルルミス
　　　　　（ルーミス）師との出会い（次号）
　このように津軽藩士としての津軽藩意識の確立と「知行合一」の士人の学を形成した本多庸一は、津
軽藩の上級藩士として薩長勢力に抵抗する奥羽列藩同盟の連携を強化するために、特に、津軽藩の使者
として庄内藩に赴き、庄内藩と「津軽藩と攻守同盟を結び緩急相援けんことを約せる」ことによって津
軽藩の存立と命運に身命を賭しているのである。この本多庸一の思想と行動においては、本多庸一が、
いかに津軽藩の存立と命運に身命を賭したかについては容易に理解することができるが、そこには、強
烈な一国としての津軽藩の藩意識の存立は見られても、日本という国ないし国家意識（「皇国意識」）は
見られない。この本多庸一の日本という国ないし国家意識が芽生える為には、次号で詳細に考察を試み
るように、本多庸一は、若干��歳で弘前藩会議局の�0人の議員（御用人〔参政〕）の１人に選ばれ、その
明治三（一八七〇）年の秋には、藩命により御用人として横浜に留学、初めブラウン塾に学び、後バラ
塾に入って、ジェームズ・エッチ・バラ（Ballagh）との出会い、バラ塾の教育とバラの薫陶を受けるま
で、待たなければならないのである。本多庸一は、アメリカの宣教師との出会い、殊にジェームズ・エッ
チ・バラの教育と薫陶によって、「藩としての国」を超える日本と言う「国」及び日本人の存在に目覚め、
日本の国家意識に目覚め覚知するのである。これらの本多庸一の思想と行動は、文字通り御手廻り書院
番職から始まって、御用人として津軽藩の存立と命運のために身命を賭していることに見られる。
　以後、幕藩体制下の津軽藩の藩意識から日本という「新しい国民と国家の形成」に目覚め覚知した本
多庸一は、明治四十五（����）年三月二十六日、文字通り、憂国愛人の国士として、日本と言う統一国家・
明治国家と国民の形成と発展のために、キリスト教の立場から全力を尽くしその六十三歳の生涯を捧げ
ることになるのである。完全に明治時代人である本多庸一の国家観は、一言で言えば、憂国愛人の近代
国家観である。この本多庸一の憂国愛人の近代国家観は、本多庸一の津軽藩としての国意識から宣教師
の抱く日本の国意識への覚知へ、この日本の国意識の自覚から日本と言う国家意識の確立へ、そして日
本の国家意識から日本国意識へ、そして更に日本国意識から明治日本の近代皇天国家国民（日本帝国）
の形成意識へと弁証法的に発展し結実している。それは、近代日本の明治近代国家形成期における「明
治期の日本のキリスト教にとって重要な人物」としての明治時代人本多庸一の思想と行動を通して本多
庸一の明治皇天国家国民観の意識構造と意味内容について、より具体的には、本多庸一の意識構造にお
ける基督教の信仰と「神祖の遺志を継ぐ」「日本帝国の存立」の関係などの調整について考察して見よう
とするものである。
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